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キャベツ、ハクサイ、ブロッコリーへのおすすめ品種4選！

①ライ太郎（ライ⻨）根こぶ病菌低減効果！
・根こぶ病のおとり作物として菌密度減少効果
・低温条件でも発芽が可能、初期生育も旺盛
播種量：8〜10㎏/10a すき込み期：播種後60日程度
播種期：3〜5月（根こぶ病対策には菌が活性化する時期に栽培する必要あり）

③ナモイ（ヘアリーベッチ）
マメ科の窒素固定で減肥！
・土壌にすき込むことで窒素肥沃度が向上
・根が深く伸⻑するので排⽔性の改善、耕盤破砕が期待できる

播種量：3〜5㎏/10a
播種期：2月下旬〜4月中旬 すき込み期：播種後60日程度（草丈30〜40㎝程）

④TSソルゴー（ソルガム）多くの有機物を補給！
・極晩生で出穂時の草丈3ｍ、有機物量が豊富な大型ソルゴー
・根張りが強く、耐倒伏、排⽔性改善が期待できる
播種量：4〜6㎏/10a
播種期：5〜8月 すき込み期：播種後90〜100日程度

アブラナ科編

②いつでもスーダン（スーダングラス）
⿊斑細菌病に強くて安⼼！
・圃場で⿊斑細菌病の発生源とならない。
・出穂が遅く、すき込みスケジュールを調整しやすい。

播種量：4〜5㎏/10a
播種期：5〜8月（平均気温15℃以上）すき込み期：播種後70日程度


